


階
上
町
長

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
成
十
九
年
の
初
春
を
お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
顧
ま
す
と
昨
年
は
、
国
の
三
位
一
体
改
革
や
県
の
行
財
政
改
革
が
さ
ら
に
推
進
さ
れ
、
階
上
町
政
の
運
営
に
あ
た
り
非
常

に
厳
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
関
係
各
位
の
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、
な
ん
と
か
乗
り
切
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

中
央
で
は
、
い
ざ
な
ぎ
景
気

を
超
え
る
戦
後
最
長
の
景
気
回
復
を
し
て
い
る
と
い
う
報
道
が
流
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

地
方
に
お
い
て
は
そ
の
よ
う
な
兆
し
さ
え
見
え
ず
、
実
感
な
き
景
気
回
復

の
ま
ま
推
移
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
大
変
憂

慮
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
行
財
政
状
況
に
あ
り
な
が
ら
も
、
私
は
わ
が
階
上
町
の
恵
ま
れ
た
自
然
を
活
か
し
て
こ
こ
に
住
む
人
々
の
幸

せ
を
願
い
、
元
気
な
階
上
づ
く
り
を
目
指
し

行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
い
た
行
財
政
の
健
全
化
、

階
上
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
に
向
け

・
・
・
・
・
・
・
・

た

階
上
早
生
そ
ば

と

元
祖
い
ち
ご
煮

の
復
活
、

町
民
が
と
も
に
地
域
を
支
え
合
う

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
、

道
仏
中
学
校
耐
震
大
規
模
改
修
工
事
等
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

新
た
な
年
を
迎
え
、
行
政
に
対
す
る
期
待
や
ニ
ー
ズ
は
よ
り
多
種
多
様
化
す
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
町
民
の
皆
様
の
視
点
に
立

ち
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
向
け
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
施
策
の
選
択
と
重
点
化
を
さ
ら
に
徹
底
し
な
が
ら
、
特
に
以
下
の
項

目
課
題
に
積
極
的
に
取
り
組
む
所
存
で
す
。

こ
れ
ら
の
実
現
に
向
け
て
、
徹
底
し
た
歳
出
全
般
の
見
直
し
、
情
報
の
共
有
及
び
公
開
、
更
に
議
会
と
相
協
調
し
な
が
ら
町
民
本

・
・
・

位
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・

結
び
に
、
町
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。



新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
は
、
夢
と
希
望
を
膨
ら
ま

せ
心
新
た
に
二

七
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

平
素
よ
り
教
育
行
政
に
対
し
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
、
我
が
町
の
小
・
中
学
校
が
文
武
両
道
に
わ
た
っ
て
活
躍
し
た
こ
と
は
大
変

明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。
児
童
生
徒
は
勿
論
の
こ
と
、
各
学
校
の
先
生
方
並
び
に
関
係
各

位
の
ご
尽
力
の
賜
と
、
衷
心
よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
決
し
て
対
岸
の
火
事
と

し
て
看
過
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
、
昨
年
後
半
か
ら
大
き
な
社
会
問

題
と
な
っ
た
、
い
じ
め
に
よ
る
自
殺
が
脳
裏
か
ら
離
れ
ま
せ
ん
。
将
来
を
担
っ
て
い
く
は
ず

の
子
ど
も
が
死
を
選
択
せ
ざ
る
を
得
な
い
厳
し
い
環
境
に
、
身
の
震
え
を
覚
え
ま
す
。
同
時

に
、
こ
の
よ
う
な
社
会
を
構
成
し
て
き
た
一
人
と
し
て
、
情
け
な
く
も
あ
り
寂
し
く
も
あ
り

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
叫
び
を
重
く
受
け
止
め
、
一
つ
の
命
を
大
切
に
す
る
こ
と
と
い
じ
め

は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
こ
と
を
し
っ
か
り
と
説
き
、
そ
れ
が
生
活
の
中
に
根
付
く
よ
う
に
、

家
庭
・
地
域
・
学
校
が
一
体
と
な
っ
て
行
動
連
携
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
教

育
委
員
会
と
し
て
は
こ
の
よ
う
な
状
況
を
鑑
み
、
今
年
も
、
各
学
校
の
頑
張
り
を
側
面
か
ら

支
え
な
が
ら
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
得
て
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
安
心
・

安
全
な
町
づ
く
り
に
い
っ
そ
う
努
力
し
て
参
る
所
存
で
す
。

次
に
、
社
会
教
育
に
お
い
て
は
、
町
民
の
皆
様
を
は
じ
め
関
係
団
体
等
の
ご
努
力
に
よ
り
、

駅
伝
競
走
大
会
が
災
害
の
た
め
中
止
と
な
っ
た
以
外
は
、
予
定
さ
れ
て
い
た
事
業
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
特
に
、
生
涯
学
習
の
新
規
事
業
で
あ
っ
た

ふ
る
さ
と
か
だ
り
塾

は
、
地
域
づ
く
り
の
中
核
と
な
る
ア
ニ
メ
ー
タ
ー
の
育
成
を
目
的

と
し
た
事
業
で
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
塾
生
の
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
語

り
合
っ
た
こ
と
が
一
番
の
成
果
だ
っ
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
試
み
が
、
協
働
の

ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
大
き
な
一
歩
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

結
び
に
、
町
民
の
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
活
躍
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

階
上
町
教
育
長

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望

に
満
ち
た
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
、
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
国
政
に
お
い
て
は
首
相
も
変
わ
り
、
改
革
が
継
承
さ
れ
る
中
に
も
内
政
・
外
交
と

も
新
し
い
方
向
性
が
示
さ
れ
、
変
化
の
兆
し
を
感
じ
て
い
ま
す
。
景
気
は
大
都
市
圏
を
中
心

に
堅
調
に
推
移
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
我
々
の
地
方
で
は
未
だ
長
期
低
迷
か

ら
脱
却
で
き
な
い
で
い
ま
す
。
社
会
の
格
差
が
拡
大
す
る
中
で
三
位
一
体
の
改
革
が
完
全
施

行
さ
れ
る
今
年
は
、
地
方
自
治
体
に
と
っ
て
、
財
政
が
安
定
に
向
か
う
の
か
ど
う
か
、
将
来

の
町
政
運
営
を
考
え
る
上
で
基
準
と
な
る
年
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

安
倍
首
相
の
目
指
す
日
本
の
あ
る
べ
き
姿
、
美
し
い
国
へ

の
イ
メ
ー
ジ
は
、
豊
か
な

自
然
と
長
い
歴
史
、
独
自
の
文
化
を
持
っ
た
国

で
、
大
い
に
発
展
す
る
可
能
性
が
あ
る
と

指
差
し
て
い
ま
す
。
ま
さ
し
く

美
し
い
国

は
地
方
に
あ
り
、
階
上
町
の
中
に
こ
そ
あ
る

と
思
い
ま
す
。
町
民
の
心
は
豊
か
で
、
子
ど
も
達
も
自
然
に
恵
ま
れ
た
中
で
、
健
や
か
に
育
っ

て
お
り
、
将
来
へ
の
可
能
性
を
抱
か
せ
て
く
れ
ま
す
。
過
疎
と
過
密
も
顕
著
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
が
、
山
手
西
部
地
区
は
長
い
歴
史
と
文
化
を
継
承
し
な
が
ら
農
山
村
を
維
持
し
て
お

り
、
自
然
環
境
と
一
体
と
な
っ
た
生
活
が
営
ま
れ
て
い
ま
す
。
中
央
の
国
道
四
十
五
号
沿
線

の
地
区
は
、
新
興
住
宅
街
と
新
し
い
商
業
地
を
形
成
し
は
じ
め
て
い
ま
す
。
数
年
後
の
八
戸

久
慈
道
の
階
上
イ
ン
タ
ー
の
完
成
も
発
展
の
可
能
性
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
浜
手
東

部
地
区
は
青
森
県
で
最
初
に
朝
日
の
昇
る
小
舟
渡
海
岸
を
は
じ
め
、
風
光
明
媚
な
北
三
陸
の

海
岸
線
を
有
し
、
海
の
恵
み
と
共
に
美
し
い
漁
村
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
何
と
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
、
そ
し
て
安
心
安
全
で
災
害
の
少
な
い
町
で
し
ょ
う
か
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が
推
進
さ
れ
て
い
る
現
在
、
今
ま
で
に
な
い
町
民
の
活
力
、
息
吹
を

感
じ
て
い
ま
す
。
美
し
い
町

を
町
民
が
一
体
と
な
っ
て
つ
く
っ
て
い
く

ま
ち
づ
く
り

元
年

の
年
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

結
び
に
、
町
民
の
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
活
躍
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

階
上
町
議
会
議
長



設
計
変
更
に
よ
り
契
約
金
額
四

千
八
百
三
十
万
円
を
五
千
三
百
二

十
七
万
九
千
百
円
に
変
更
。

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰

出
金
の
減
額
に
伴
う
補
正
。

公
共
下
水
道
事
業
債
の
起
債
に

伴
う
補
正
。

階
上
町
中
央
保
育
所
の
廃
止
に

伴
う
も
の
。

歳
入
は
、
保
育
園
保
護
者
負
担

金
、
国
庫
支
出
金
（
保
育
園
広
域

入
所
運
営
費
負
担
金
、
河
川
等
災

害
復
旧
事
業
費
負
担
金
、
身
体
障

害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
支
援
費
補
助

金
）、
田
代
小
中
学
校
組
合
交
付

税
再
配
分
、
河
川
等
災
害
復
旧
事

業
債
な
ど
。

歳
出
は
、
保
育
園
広
域
入
所
運

営
費
、
小
舟
渡
漁
港
地
域
水
産
物

供
給
基
盤
整
備
事
業
負
担
金
、
道

路
災
害
復
旧
工
事
な
ど
。

歳
入
は
、
財
源
組
替
。

歳
出
は
、
国
保
給
付
シ
ス
テ
ム

改
修
業
務
委
託
料
な
ど
。

歳
入
は
、
一
般
会
計
繰
入
金
を

減
額
。

青
森
県
重
度
心
身
障
害
者
助
成

事
業
実
施
要
綱
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
支
給
基
準
が
改
正
さ
れ
た
た

め
。漁

港
災
害
復
旧
工
事
等
に
伴
う

補
正
。

階
上
町
児
童
館
の
廃
止
に
伴
う

も
の
。

歳
出
は
、
修
繕
料
を
減
額
。

歳
入
は
、
財
源
組
替
。

歳
出
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
支
援
シ
ス
テ
ム
借
上
料
を
減

額
。歳

入
は
、
公
共
下
水
道
事
業
債

な
ど
。

歳
出
は
、
管
渠
実
施
設
計
委
託

料
な
ど
。

階
上
町
中
央
保
育
所
の
経
営
を

民
間
移
譲
す
る
こ
と
に
伴
う
も
の
。

設
計
変
更
に
よ
り
、
契
約
額
九

千
三
百
四
十
五
万
円
を
一
億
三
百

七
十
一
万
九
千
円
に
変
更
。

一 般 会 計
国民健康保険特別会計
漁業集落排水事業特別会計
介 護 保 険 特 別 会 計
公共下水道事業特別会計

億 万 千円
円

万 千円
円

万 千円

億 万 千円
億 万 千円

万 千円
億 万 千円
億 万 千円

一 般 会 計 億 万 千円 億 万 千円
国民健康保険特別会計 円 億 万 千円
漁業集落排水事業特別会計 万 千円 万 千円
介 護 保 険 特 別 会 計 円 億 万 千円
公共下水道事業特別会計 万 千円 億 万 千円



地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
も
の
。

平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日
を

も
っ
て
青
森
県
市
町
村
税
滞
納
整

理
組
合
、
青
森
県
市
町
村
等
非
常

勤
職
員
公
務
災
害
補
償
等
組
合
及

び
青
森
県
自
治
会
館
管
理
組
合
を

解
散
し
、
三
組
合
の
事
務
を
同
年

四
月
一
日
か
ら
青
森
県
市
町
村
総

合
事
務
組
合
（
同
日
付
で
青
森
県

消
防
補
償
等
組
合
が
名
称
を
変
更

す
る
。）
に
承
継
す
る
こ
と
に
伴

う
も
の
。

三
組
合
を
解
散
す
る
こ
と
に
伴

う
も
の
。

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す

る
法
律
第
四
十
八
条
及
び
健
康
保

険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

附
則
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
平
成
十
八
年
度
の
末
日

ま
で
に
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
を
設
け
る
も
の
と
さ
れ
た
こ

と
に
伴
う
も
の
。

委
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
後
任

の
委
員
を
任
命
す
る
た
め
。

氏
名

村

上

富
士
夫

氏
名

松

橋

竹

子

次
の
陳
情
五
件
が
採
択
さ
れ
、

そ
の
意
見
書
五
件
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

農水産物のブランド化を目指す本町では、その取
り組みの一環として、町名を冠した県奨励品種 階
上早生 を使用したそばの振興に力を入れています。

月 日、 階上そば 振興について協議検討、

そばを生産・販売し、階上ブランドの確立を図るこ
とを目的とした、階上そば振興委員会（通称 階上
そばりえ ）が会員 名によって設立されました。
そばりえ とはワインのソムリエをもじってつ

けたもの。そばの知識・生産のプロになろう！との
意気込みが込められています。
当日は規約の制定、役員の選任、事業計画につい
て話し合われました。会長に選任された阿部武志さ
んは 町の名前がついたこのそばを盛り上げていき
たい と、抱負を語っていました。
同委員会では来年 の作付けを行います。収

穫したそばは、町内の協力店で販売する予定です。
現在、 階上そば はフォレストピア階上で味わ
うことができ、道の駅はしかみではそば粉の販売を
行っています。この機会に 階上そば を味わって
みませんか？



生涯学習の推進と個性あるまちづくりのあり方について考えます。今回はマグロテーシャッツ（ シャツ）
で一躍有名になった大間町の あおぞら組 組長が一流の田舎づくりを語ってくれます。

町ホームページからも申し込みができます。





階上岳横断ウォーク開催

タシロピア直売所建設、祭り開催

まちづくり講演会開催

イベント 水と土と里の集い の開催

石鉢健康づくり交流会開催

十和田湖 ウォーク参加

はしかみ クラブ

タシロピア実行委員会

階上町自治体問題研究会

金山沢地区まちづくりを考える
会

石鉢地区まちづくりを考える会

階上中学校 親父の会

月 日、青森県教育委員会等が主催する こども民俗芸
能大会 が三沢市で開催されました。
この大会は、伝統を継承する子ども達に発表の場を提供し、
郷土への愛着を育むことがねらい。
本町からは階上小学校子どもえんぶり組の児童 人が参加。

勇壮な“どうさいえんぶり”の摺りを披露し、会場から盛大
な拍手を受けました。



協働のまちづくり支援事業は、地域住民が行政の支援を受け 自主的に まちづくりを実践する事業で
す。今年度はハード事業 団体、ソフト事業 団体の計 団体が取り組んでいます。その活動の一部をご
紹介します。
なお、この事業は青森県の 市町村発・元気なあおもり支援事業 の支援を受けて実施しています。

町道以外の私道を自分たちで整備する
事業について、町が材料（砕石・アス
ファルト等）費を支給します。地域の人
たちは、労働力や機械を調達して整備す
る事業です。

荒谷行政区・石鉢行政区

追越行政区・田代行政区

登山口公園芝生植え付け事業

階上駅構内に芝桜で はしかみ の花文
字を描く

茨島バス停留所建設事業

生活環境（ゴミ箱設置）事業

階上町パークゴルフ協会

駅前まちづくりグループ

赤保内行政区

石鉢行政区・野場中行政区
耳ケ吠東行政区・道仏行政区



平成 年度の町・県民税申告の受付を下記日程で行いますので、受付会場を確認の上、申告に必要な書類を
揃えておいでください。申告用紙は各会場に準備していますので、各家庭には配布いたしません。

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

角 柄 折
金 山 沢

田 代
晴 山 沢

平 内
鳥 屋 部

駅 前

榊

道 仏

大 蛇

追 越

荒 谷

小 舟 渡

森の交流館

道仏公民館

月 日
角 柄 折
金 山 沢

森の交流館月 日
田 代
晴 山 沢

月 日
平 内
鳥 屋 部

月 日 駅 前

道仏公民館

月 日 榊

月 日 道 仏

月 日 大 蛇

月 日 追 越

月 日 荒 谷

月 日
小 舟 渡

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

石 鉢

蒼 前

野 場 中

赤 保 内

耳ケ吠東

耳ケ吠西

ハートフルプラザ・
はしかみ

月 日 石 鉢

ハートフルプラザ・
はしかみ

月 日 蒼 前

月 日 野 場 中

月 日 赤 保 内

月 日 耳ケ吠東

月 日

月 日 耳ケ吠西

月 日

月 日

月 日

検察審査会は、交通事故や詐欺など、犯罪の被害にあって警察や検察庁に訴えたけれども、検察官が被
疑者（犯人と思われる人）を起訴（裁判にかけること）してくれない。このような場合に、その不起訴処
分（裁判にかけなかったこと）のよしあしを、国民の中からくじで選ばれた 人の検察審査員が審査する
のを主な仕事とするところです。

受付期間
受付場所 階上町役場 総務課企画財政グループ
提出様式 国土交通省統一様式（ 版）
提出書類

を添付のうえ提出してください。
受付方法

有効期間
してください。



月 日までいつでも（土日・祝日を除く）受診できますが、できるだけ 月中に受診してください。

住民健診・人間ドック
婦 人 が ん 検 診

住民健診・人間ドック
婦 人 が ん 検 診

停 車 場 所 住民・
ドック

婦人
がん 停 車 場 所 住民・

ドック
婦人
がん 停 車 場 所 住民・

ドック
婦人
がん 停 車 場 所 住民・

ドック
婦人
がん

住民健診・人間ドック
婦 人 が ん 検 診

住民健診・人間ドック
婦 人 が ん 検 診

停 車 場 所 住民・
ドック

婦人
がん 停 車 場 所 住民・

ドック
婦人
がん 停 車 場 所 住民・

ドック
婦人
がん 停 車 場 所 住民・

ドック
婦人
がん

下記の日程で階上町優先日をもうけて健診センター行きバスを運行します（南部バス使用）。まだ受診して
いない方は、ぜひ受診しましょう。検診項目・料金等は平成 年 月・ 月号広報をご覧ください。

または
月 日

月 日

月 日

月 日

保健福祉課へ電話申し込み
または

健診申込用はがき（昨年
月に配布）をポストへ投函

バスを利用する方は申し込み時に利用予
定の停車場所をお知らせください。（はが
きで申し込む方は余白にお書きくださ
い）

または



これまで、児童を 人以上扶養していると第 子以降の児童全員が保育料軽減事業の助成を受けられま
した。しかし、平成 年度からは 歳以上の児童の助成は廃止となるため、対象は

の方も保育料の助成が受
けられます。

入所申請書提出の際 保育料軽減に関する申立書 を提出してください。

対象になる施設と対象外の施設がありますので、入所施設または保健福祉課までお問い合わせください。

平成 年度の保育園入所申し込みを次のとおり受付します。

以降は随時受付します

施 設 名

所 在 地
定 員
開所時間

赤保内字柳沢 道仏字石渡窪 道仏字向 道仏字榊平 角柄折字柳下
名 名 名 名 名

施 設 名

所 在 地
定 員
開所時間

小学校就学前の児童で、児童の保護者（同居者含む）のいずれもが、次の のどれかに該当し、児
童の保育ができないと認められる場合。

（ ）内は申請時に必要な書類です。

用紙は保健福祉課及び町内各保育園にあります。

町内各保育園及び保健福祉課にて申し込み受付します。



募 集 対 象
ボランティア期間
ボランティア時間

開 催 日
会 場 対象者
実施内容 体力測定を行い、体力年齢を判定します

握力、上体起こし、長座体前屈、反復横とび、急歩、 シャトルラン、立ち幅とび
食生活改善推進員によるヘルシーランチの試食

参 加 費 持ち物 ジャージ等運動しやすい服装でお越しください。
申込期限 月 日 室内用運動靴、汗拭きタオル、飲み物等をご用意ください。

八戸地区交通安全協会では、今年度も交通安全関係の各
種表彰を次により行いますので、 に

をご持参の上、町民課戸籍住民グ
ループまで申請してください。
《受賞資格》

表彰種目》

申請手数料》
年以上の申請の方は運転記録証明書が必要ですので、

を持参の上、申請してください。
但し、その際に表彰の欠格事項（ 年以内に交通事故）
が判明し、受賞されないときでも、手数料は返却されませ
ん。表彰式は 月 日 の予定です。

公的個人認証サービスの電子証明書の有効
期間は、発行日から 年間です。有効期間が
満了すると自動的に失効となりますので、更
新を希望する方は更新手続きをしてください
（失効した後でも、新しい電子証明書の発行
を受けることができます）。
有効期間については、発行時にお渡してい
る電子証明書の写しなどをご確認ください。



明橋大二 著 万年堂出版
いい子に育てたい つい子

どもを叱ってしまう 等の、子育
ての悩みを解決するアドバイスが
たくさん掲載されています。忙し
い方でも、手軽に読めて、心が軽
くなります。（全 巻）

さとうわきこ 作 絵 福音館書店
冷たい雪の日。森の動物たちが
寒い寒いとふるえているのを見て、
ばばばあちゃんはいった。 いい
若いもんが、だらしないねえ。寒
い日の特別なあったまり方を教え
てやるよ

宮部みゆき 作 幻冬舎
小さな誇張が大きなウソに、さ
さいな出来心が惨事につながる。
事件は対岸の火事ではなく、私
たちの日常と地続きなのだと思い
知らされる。著者 年ぶりの現代
ミステリー。

貸出時間 時 時
（火 土、日 祝祭日）

貸出時間 時 時
（月 土、日 祝祭日）

貸出時間 時 時（月 金）
土曜日は 時まで

館とも 月 日 まで休館です。

町では、高校や大学などに在学（進学）する方で、
経済的理由により修学困難な方に対して、奨学金を貸
与します。この制度は修学を促進し、教育の機会均等
の保障を図ることを目的としています。
【対象者】
町内に生活の根拠を有し、高等学校、高等専門学校、
大学、短期大学及び専門学校に在学（進学）する方
【貸与月額】

貸与期間】借入者が在学する学校の正規の修学期間内

【償還方法】卒業後 年据え置き、 年以内無利子償還
【必要書類】

申請書は町ホームページからダウン
ロードすることもできます

【申請受付期間】

子どもと本の架け橋となる 読み聞かせ の知識
や技術を学習します。はじめての方大歓迎
日 時
場 所

講 師

申込期限
託 児 希望の方は事前にお申し込みください。



国民年金には、日本国内に住む 歳以上 歳未満の
すべての人が加入します。学生であっても 歳になっ
たら国民年金に加入しなければなりません。
国民年金は、老後の生活を支えるだけでなく、万が

一のケガや病気で障害が残ったり、生活を支えていた
一家の働き手を亡くした場合に、障害・遺族年金で私
たちの生活をサポートしてくれます。
これらの年金を受けるには毎月の保険料を納めてい

ることが前提です。保険料の納め忘れがあるとこれら
の給付を受けられない場合もありますので、便利な口
座振替やお得な早割制度、前納制度を利用して納め忘
れを防ぎましょう。また、経済的な理由などで保険料
を納めるのが困難な方は免除制度や納付猶予、学生納
付特例制度がありますのでご相談ください。

基礎年金番号は、年金に関するお問い合わせや年金
を請求するときには必ず使用する、 人に つの番号で
す。初めて国民年金、厚生年金又は共済組合に加入し

た時に、あなたの基礎年金番号が記載された年金手帳
または基礎年金番号通知書が交付されます。基礎年金
番号は一生変わらず使用しますので、年金手帳は大切
に保管してください。

国民年金・厚生年金・共済組合などの老齢年金や退
職によって受ける年金は、所得税法で雑所得とされて
所得税の課税対象となります。このうち国民年金、厚
生年金に関する源泉徴収票は 月末頃までに社会保険
庁から送付されます（障害年金や遺族年金を受給され
ている方へは非課税のため送付されません）。
複数の年金を受けていたり、年金以外の所得のある
方は、確定申告が必要となります。それ以外にも医療
費等の控除を受ける方は、この源泉徴収票を税務署へ
提出することになります。

勤務地 階上町蒼前西 丁目 給 与 当社規定による
応 募 履歴書（写真貼付）を下記宛にご郵送下さい。

八戸市妙字分枝
妙水苑デイサービスセンター 担当 後藤

選 考 書類選考の上、二次審査のご連絡をいたします。

最近、全国的に暴力団、エセ右翼、エセ同和等反社会的勢力から業界紙、図書等注文もしないのに送ら
れ、代金の請求をされるケースが多くなっています。
特定商取引に関する法律第 条では 商品が届いた日から 日又は消費者がその商品の引き取りを業者

に請求した日から 日を経過するまでに業者が引き取りに来ない場合は、業者はその商品の返還を請求で
きない。 と定められていますので、処分できることになります。しかし、相手が相手ですから後日の紛
争防止のために次のような対応方法がベターです。

購入するのも断るのも自由です。買いたくなければきっぱり
と いりません 等と断ることです。理由を言う必要はあり
ません。

開封していない場合、宛名の欄に 受取拒否 と付箋で朱書して配達人へ返戻する。
家人不在時に配達された場合には、 受取拒否 と付箋で朱書して郵便局かポスト投函か配達宅
配業者へ返戻する。
開封した場合には、購読拒否の意思表示を明確にした上で書留郵便物で返送する。内容証明郵便
物で通知する方法もあります。



最近、埋設確認の無届け・無立会いによる地下設備（管路・光ケーブル）の切断事故が多発しております。
一旦事故が発生しますと復旧に時間が掛かり、ライフライン停止による日常生活や会社の業務に影響を

与えるだけでなく、二次災害の発生につながる場合があります。また、工事会社に多大な補償負担が生じ
ますので、道路等掘削工事を実施する場合は、地下埋設物の確認照会をお願いいたします。

青森県では、施策の企画・立案の参考にするため、
県政モニターを募集しています。
応募資格

公務員等を除きます。
募集人員
期 間
仕 事 アンケートに対する回答（年 回程度）
応募方法 必要事項を記入し、葉書か メールで

必要事項

応募締切 月 日 （当日消印有効）

総務省では、電気通信サービスに関する利用者のご意
見やご要望をお聞かせいただき、今後の情報通信行政に
反映させるため、電気通信サービスモニターを募集します。
応募資格

総務省及び電気通信事業者に勤務経験
のある方とその方のご家族を除きます。

仕 事

委嘱期間
募集人員
募集期間 月 日 月 日 まで

応募方法
はがき又はファックス送信用紙に モニター希望
と明記の上、裏面に

を記入し下記までお申し込みください。

次の場合には、三八地域県民局県税部に届出書を提出してください。

なお、県税ホームページ（ ）からも届出書の様式をダウンロードで
きますので、ご利用ください。



（

才
）

新
田
児
童
館

（

才
）

小
舟
渡
児
童
館

雑誌、チラシとは別に、対象品目 種類をひとまとめに紐で十字にしばる。
出来るだけ紙紐をお使いください。

雪国の冬、白銀の世界などと呑気なことは言って
はおられません。晴れ間を見ての雪下ろし、大変な
重労働です。
雪下ろしで電気の引込線を切った等の事故が時々

起きております。十分にご注意くださるようお願い
します。
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製
品
が
出

て
き
て
も
使
用
す
る
側
の
人
間
の

不
注
意
等
が
災
害
を
も
た
ら
す
こ

と
が
多
い
の
で
す
。
寝
る
前
や
ご

自
宅
を
留
守
に
す
る
際
に
は
安
全

を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

さ
て
、
昨
年
の
階
上
町
の
災
害

出
動
等
を
顧
み
ま
す
と
、

火
災

発
生
件
数

は
十
三
件
、

救
急

出
場
件
数

は
二
九
五
件
、

救

助
発
生
件
数

は
三
件
で
あ
り
、

平
成
十
七
年
の
同
時
期
に
比
し
て
、

火
災
は
三
件
の
増
、
救
急
出
場
は

二
十
六
件
の
減
、
救
助
は
二
件
の

減
と
な
り
ま
し
た
。

幸い当町には大規模な火災がありませんでしたが、火災出
動等においては、地域の防災の担い手である消防団員の方々
に対して、感謝の念で一杯であります。

寅
谷
正
美
団
長
の
下
、
消
防
団

員
の
士
気
を
高
め
る
と
共
に
、
新

春
の
祭
典
で
も
あ
り
ま
す
階
上
町

消
防
団
出
初
式
が
、

郷
土
愛
に

燃
え
て

災
害
か
ら
守
ろ
う

人

と
町

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
今
年

も
次
に
よ
り
挙
行
さ
れ
ま
す
。
寒

中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
多
数
ご
来

場
を
賜
り
、
団
員
の
激
励
と
、
災

害
に
立
ち
向
う
消
防
団
の
心
意
気

を
ご
覧
に
な
っ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。



火

水

日

火

水

日

水

土

日

水

日

火

水

子育てミニ講話（講師 木村ともこ氏）

乳児保健相談（平成 年 ・ 月出生児）（保健福祉課）

合同相談（行政・人権・心配ごと）

教育相談（教育課）

乳児健康診査（平成 年 月 平成 年 月生まれ）（保健福祉課）

はしかみっこ支援センター子ども体験活動等相談

剣道クラブ（教育課） 【家庭の日】

民俗資料収集館開放日（教育課）

生きがい中央大学（教育課）

はしかみっこ支援センター子ども体験活動等相談

剣道クラブ（教育課）

はしかみっこ支援センター子ども体験活動等相談

第 回はじめての読み聞かせ研修会（教育課）

剣道クラブ（教育課）

生きがい中央大学（教育課）

はしかみっこ支援センター子ども体験活動等相談

剣道クラブ（教育課）

民俗資料収集館開放日（教育課）

歳 か月児健康診査（平成 年 月 平成 年 月生まれ）（保健福祉課）

はしかみっこ支援センター子ども体験活動等相談

ハートフルプラザ はしかみ

ハートフルプラザ はしかみ

ハートフルプラザ はしかみ

役場 階 第 会議室

ハートフルプラザ はしかみ

ハートフルプラザ はしかみ

町民体育館

民俗資料収集館

ハートフルプラザ はしかみ

ハートフルプラザ はしかみ

町民体育館

ハートフルプラザ はしかみ

ハートフルプラザ はしかみ

中央体育館

ハートフルプラザ はしかみ

ハートフルプラザ はしかみ

町民体育館

民俗資料収集館

ハートフルプラザ はしかみ

ハートフルプラザ はしかみ

期間 月 日 月 日
行事等の問い合わせ【担当課】【施設】へ

松 葉 舜
しゅん

誠
せい

（雄 士・涼 子）耳ケ吠東

楢 山 葵
き

羅
ら

（耕 次・琴 美）野場中

鹿 倉 ヤ ヱ（ ・小舟渡）
（年齢・地区名）

（父の名・母の名） （地区名）

河原木 聡 （八 戸 市）
平 和 江（軽 米 町）

（住所又は元の本籍）



春
、
桜
の
咲
く
頃
、
日
当
た
り

の
よ
い
草
地
や
日
の
差
し
込
む
明

る
い
林
の
中
で
紅
紫
色
の
花
を
つ

け
、
と
き
に
は
大
群
落
を
つ
く
る
。

花
の
寿
命
は
短
く
、
ど
こ
か
は

か
な
い
が
、
私
た
ち
に
束
の
間
の

喜
び
を
与
え
て
く
れ
る
早
春
の
妖

精
の
よ
う
で
あ
る
。
花
言
葉
は

初
恋
。
葉
は
長
楕
円
形
を
し
、

柔
ら
か
く
粉
緑
色
に
紫
の
斑
点
が

あ
る
。

花
の
咲
く
株
は
二
枚
の
葉
、
花

の
咲
か
な
い
株
は
一
枚
。
花
は
紅

紫
色
の
六
弁
で
、
三
枚
が
花
弁
、

三
枚
が
ガ
ク
、
満
開
に
な
る
と
反

り
返
り
、
恥
じ
ら
う
よ
う
に
う
つ

む
い
て
咲
き
、
な
か
な
か
し
ゃ
れ

た
格
好
で
印
象
的
で
あ
る
。

陸む

奥つ

岩
手
郡
に
お
か
れ
た
南
部

藩
（
盛
岡
）
は
外と

様ざ
ま

大
名
で
十
万

石
。
鎌
倉
時
代
以
来
の
青
森
県
か

ら
岩
手
県
に
か
け
て
の
豪
族
で
、

南
部
信の
ぶ

直な
お

、
利と

し

直な
お

が
周
辺
の
豪
族

を
平
定
し
、
豊
臣
秀
吉
・
徳
川
家

康
に
所
領
を
安あ
ん

堵ど

さ
れ
て
藩
祖
と

な
り
ま
し
た
。

南
部
（
盛
岡
）
二
十
八
代
藩
主
、

重し
げ

直な
お

は
大
変
強
情
な
性
格
の
殿
様

で
し
た
。
何
事
を
行
な
う
に
も
専

制
的
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
家
臣
の
意
見
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
時
に
は
幕
府
か
ら
の

命
令
さ
え
も
放
置
す
る
と
い
う
あ

り
さ
ま
で
し
た
か
ら
、
幕
府
の
機き

嫌げ
ん

を
損そ

こ

な
っ
て
し
ま
い
、
寛か

ん

永え
い

十

三
年
（
一
六
三
六
）
に
は
、
参さ
ん

勤き
ん

交こ
う

代た
い

（
江
戸
時
代
、
諸
大
名
が
一

年
お
き
に
江
戸
に
つ
と
め
る
制

度
）
の
遅
延
、
キ
リ
シ
タ
ン
取
り

締
り
（
宗
門
改

し
ゅ
う
も
ん

め
）
の
不
徹
底
、

新し
ん

丸ま
る

（
城
郭
の
新
規
拡
張
）
の
無

届
け
造
営
な
ど
の
不ふ

審し
ん

を
糾
問
さ

き
ゅ
う
も
ん

れ
て
二
年
間
の
逼ひ
っ

塞そ
く

（
門
を
と
じ

て
昼
間
の
出
入
り
を
禁
止
す
る
と

い
う
罰
則
）
を
命
じ
ら
れ
る
な
ど
、

幕
府
の
覚お
ぼ

え
も
非
常
に
悪
く
な
っ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
領
内
の
統

治
に
も
暴
政
が
多
く
見
ら
れ
ま
し

た
。こ

の
よ
う
に
高こ
う

慢ま
ん

で
無
礼
な
重

直
が
、
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）

九
月
に
世よ

継つ

ぎ
を
定
め
な
い
ま
ま

江
戸
屋
敷
で
歿ぼ
っ

し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
南
部
藩

（
盛
岡
）
は
最
大
の
危
機
に
さ
ら

さ
れ
ま
し
た
。

当
時
、
藩
主
が
世
継
ぎ
を
定
め

な
い
で
死
亡
し
た
場
合
に
は
、
家

名
断
絶
、
領
地
没
収
が
慣
例
と

な
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

南
部
藩
領
内
に
は
種
々
の
流
言

飛ひ

語ご

が
乱
れ
と
び
、
風ふ
う

説せ
つ

は
風
説

を
呼
ん
で
大
き
く
渦う
ず

を
巻
き
ま
し

た
。

正
部
家

奨

作
・
佐
藤

明

画

早春の妖精

り
ゅ
う
げ
ん


